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当社は、平成

今後の決算短信の開示につきまして、下記のとおりお知らせ

 

 

１．決算短信の開示が決算期末期

 当社は、

おり、監査手続を行っていく中で海外拠点の減価償却資産の減損処理等に関し、見解の相違が生じたことから、

監査法人に必要な資料等を

ことに多大な時間を費やし、

いた「平成

となりました。

  

 

２．今後の決算短信の開示

 当社は、今回の事態を極めて真摯に受け止め、更なる社内体制の整備、外部監査人との連携確保、及び財務

報告に係る社内体制とコーポレートガバナンスの強化に努めます。本決算の決算短信の開示時期につきまして

は、決算作業の迅速化及び発表の早期化の趣旨を理解し、決算期末日後

行うよう取り組んでまいります。

 

 株主や投資家の皆様をはじめとする関係各位の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をお掛け致し

心より深くお詫び申し上げます。
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いた「平成 30 年３月期決算短信（連結）」を開示するに

となりました。 
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報告に係る社内体制とコーポレートガバナンスの強化に努めます。本決算の決算短信の開示時期につきまして

は、決算作業の迅速化及び発表の早期化の趣旨を理解し、決算期末日後

行うよう取り組んでまいります。
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年3月期決算短信発表の延期に関するお知らせ」にてお知らせ致しましたと
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慎重な処理確定に時間を要しました。その結果、平成
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